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政
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進
委

員
会
は
５
月
２８
日
、
第
４９
回
委
員

会
を
開
き
、
政
府
に
対
す
る
第
１

次
勧
告
を
ま
と
め
た
。
平
成
２１
年

秋
以
降
に
予
定
さ
れ
て
い
る
「
新

地
方
分
権
一
括
法
案
」
の
国
会
提

出
へ
向
け
、
昨
年
１１
月
に
示
さ
れ

た「
中
間
的
取
り
ま
と
め
」か
ら

更
に
一
歩
前
進
し
た
こ
と
と
な
る
。

同
委
員
会
の
勧
告
に
先
立
ち
地

方
六
団
体
で
は
５
月
２１
日
、
「
地

方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
の
第
一

次
勧
告
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
」

を
取
り
ま
と
め
、
同
委
員
会
に
対

し
提
出
。
こ
の
中
で
六
団
体
は

「
地
方
政
府
」
の
実
現
に
向
け
、

勧
告
に
盛
り
込
む
べ
き
具
体
的
な

項
目
と
し
て
▽
二
重
行
政
の
解
消

▽
国
の
出
先
機
関
の
見
直
し
▽

「
国
か
ら
地
方
」
「
都
道
府
県
か

ら
市
町
村
」
へ
の
権
限
移
譲
―
―

な
ど
を
提
言
し
て
い
た
。

六
団
体
の
提
言
を
受
け
今
回
の

勧
告
で
は
、
第
１
章
の
基
本
的
な

考
え
方
の
中
で
、
地
方
政
府
確
立

の
た
め
、
国
の
法
令
に
よ
る
自
治

体
へ
の
「
義
務
付
け
・
枠
付
け
」

「
関
与
」
を
徹
底
的
に
見
直
す
方

向
性
が
明
確
に
示
さ
れ
た
。
ま

た
、「
基
礎
自
治
体
優
先
の
原
則
」

が
示
さ
れ
、
都
道
府
県
か
ら
市
町

村
へ
の
権
限
移
譲
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
第
３
章
は
「
基
礎
自

治
体
へ
の
権
限
移
譲
と
自
由
度
の

拡
大
」
と
命
題
さ
れ
、
具
体
的
な

方
針
が
示
さ
れ
た
。
う
ち
「
（
１
）

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
の
推

進
�
２
面
・
３
面
に
原
文
を
掲

載
」
で
は
、
６４
の
法
律
に
及
ぶ
３

５
９
の
事
務
権
限
を
都
道
府
県
か

ら
市
町
村
へ
移
譲
す
る
こ
と
が
明

記
さ
れ
た
ほ
か
、
財
源
措
置
に
つ

い
て
も
言
及
さ
れ
た
。

５
月
２１
日
、
首
相
官
邸
で
本
会

会
長
の
藤
田
�
之
・
広
島
市
議
会

議
長
ら
地
方
六
団
体
代
表
と
、
町

村
信
孝
・
官
房
長
官
ら
政
府
側
代

表
に
よ
る
「
国
・
地
方
の
定
期
意

見
交
換
会
」
が
開
か
れ
た
。
３
回

目
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
の
会
合

で
は
、
議
題
と
し
て
▽
地
方
税
財

政
▽
地
方
分
権
改
革
▽
経
済
財
政

改
革
の
基
本
方
針
（
骨
太
方
針
）

―
―
な
ど
を
掲
げ
、
出
席
者
の
間

で
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

ま
ず
地
方
側
か
ら
、
１
カ
月
間

に
及
ぶ
道
路
財
源
の
暫
定
税
率
失

効
に
よ
り
、
地
方
財
政
が
被
っ
た

減
収
へ
の
補
填
を
求
め
た
。
地
方

側
の
試
算
で
は
、
自
動
車
取
得
税

や
軽
油
引
取
税
、
地
方
道
路
譲
与

税
の
合
計
で
約
６
０
０
億
円
、
地

方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
で
約
３

０
０
億
円
の
減
収
が
発
生
。
合
わ

せ
て
約
９
０
０
億
円
に
も
上
る
減

収
が
生
じ
た
と
見
込
ん
で
い
る
。

政
府
側
も
暫
定
税
率
の
失
効

が
、
巨
額
の
減
収
を
地
方
財
政
に

も
た
ら
し
た
と
認
識
し
て
お
り
、

５
月
１３
日
の
閣
議
決
定
で
「
国
の

責
任
に
お
い
て
適
切
な
財
源
措
置

を
講
じ
る
」
と
穴
埋
め
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
て
い
る
�
本
紙
１
６

８
９
号
掲
載
。
そ
こ
で
地
方
側

は
、
閣
議
決
定
に
基
づ
く
財
源
措

置
を
要
求
。
自
動
車
取
得
税
な
ど

の
減
収
分
を「
地
方
特
例
交
付

金
」
で
補
填
す
る
よ
う
求
め
た
。

同
交
付
金
は
、
平
成
１１
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
た
「
恒
久
的
減
税

（
１９
年
度
に
廃
止
）
」
に
伴
い
、

地
方
税
の
減
収
補
填
を
目
的
に
創

設
さ
れ
た
も
の
。
１５
年
度
に
は
国

庫
補
助
負
担
金
の
見
直
し
に
合
わ

せ
て
、
交
付
対
象
が
拡
大
さ
れ
て

い
る
。
同
制
度
を
活
用
す
れ
ば
国

か
ら
直
接
、
減
収
補
填
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
借
金
を
更
に
増

や
す
地
方
債
発
行
方
式
の
補
填
を

望
ま
な
い
地
方
側
は
、
国
政
の
混

乱
に
巻
き
込
ま
れ
た
当
事
者
と
し

て
、
国
か
ら
の
直
接
補
填
を
求
め

て
い
く
姿
勢
を
示
し
た
。

本
会
の
藤
田
会
長
は
、
道
路
財

源
関
係
の
ほ
か
、
地
方
税
財
源
の

充
実
強
化
な
ど
に
つ
い
て
発
言
。

「
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ

れ
、
地
方
団
体
間
の
財
政
力
格
差

が
拡
大
し
つ
つ
あ
る
」
と
指
摘

し
、
地
方
消
費
税
の
充
実
等
に
よ

り
、
偏
在
性
の
少
な
い
地
方
税
体

系
を
構
築
す
る
べ
き
と
主
張
し

た
。
ま
た
、
交
付
税
総
額
を
増
や

し
、
財
源
保
障
機
能
、
財
政
調
整

機
能
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
た
。

次
号
の
お
知
ら
せ

本
紙
６
月
１５
日
付
第
１
６

９
１
号
は
、
本
会
定
期
総
会

（
５
月
２８
日
開
催
）
を
特
集

し
ま
す
。
紙
面
も
増
量
し
、

８
面
刷
り
で
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1690号６月５日平成20年
（2008年）

市
町
村
優
先
の
原
則
明
示

政
府
の
分
権
委
が
１
次
勧
告

道路暫定税率失効

減減収収補補填填はは特特例例交交付付金金でで
国と地方が意見交換

藤田本会会長（右写真・奧）らが関係閣僚と意見交換

（１） 平成２０年６月５日 第１６９０号



第
３
章

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
と
自
由
度

の
拡
大

（
１
）
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
の
推
進

ア

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
の
考
え
方

分
権
型
社
会
に
お
い
て
は
、
基
礎
自
治
体
が
中

心
的
な
役
割
を
担
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

「
平
成
の
大
合
併
」
と
言
わ
れ
る
市
町
村
合
併
の

進
展
等
に
よ
っ
て
基
礎
自
治
体
の
行
政
体
制
整
備

が
大
幅
に
進
ん
で
い
る
。

平
成
１２
年
施
行
の
地
方
分
権
一
括
法
に
よ
っ

て
、
地
方
自
治
法
に
、
都
道
府
県
知
事
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
一
部
を
都
道
府
県
条
例
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
（
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条
の
１７
の
２

等
）
（
以
下
「
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度
」

と
い
う
。
）
が
創
設
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
移
譲
さ

れ
て
い
る
事
務
は
相
当
数
に
及
ん
で
い
る
（
別
紙

１
の
参
考
を
参
照
）
。
こ
れ
は
正
に
、
現
行
法
令

に
お
け
る
都
道
府
県
と
市
町
村
の
役
割
分
担
が
想

定
し
て
い
る
以
上
に
、
基
礎
自
治
体
の
事
務
処
理

能
力
が
向
上
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
基
礎
自
治
体
に
事
務
事

業
を
優
先
的
に
配
分
し
、
地
域
に
お
け
る
行
政
の

総
合
的
な
実
施
の
役
割
を
担
わ
せ
る
と
い
う
基
本

原
則
の
下
で
、
改
め
て
都
道
府
県
と
市
町
村
の
事

務
配
分
に
つ
い
て
行
政
分
野
横
断
的
な
見
直
し
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
個
々
の
基
礎
自
治
体
は

規
模
、
地
理
的
条
件
等
の
事
情
が
異
な
る
た
め
、

事
務
事
業
に
よ
っ
て
は
、
一
部
の
基
礎
自
治
体
に

お
い
て
体
制
整
備
を
進
め
た
と
し
て
も
な
お
自
ら

担
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
複
数
の
地
方
自
治
体

間
で
協
力
し
担
う
こ
と
が
よ
り
効
率
的
か
つ
質
的

向
上
に
も
資
す
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
を
危
惧
し
て

現
行
の
事
務
配
分
を
維
持
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
広
域
的
な
連
携

の
仕
組
み
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
補

完
し
て
い
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
新
た
な
事
務

配
分
を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。

イ

基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
の
方
針
と
権
限

移
譲
を
行
う
べ
き
事
務

こ
の
よ
う
な
基
本
認
識
に
立
っ
て
、
当
委
員
会

は
、
「
中
間
的
な
取
り
ま
と
め
」
の
４
（
２
）
「
個

別
の
行
政
分
野
・
事
務
事
業
の
抜
本
的
見
直
し
・

検
討
」
に
お
い
て
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の
権

限
移
譲
の
方
向
が
示
さ
れ
て
い
る
事
務
、
条
例
に

よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度
を
活
用
し
て
各
都
道
府

県
か
ら
市
町
村
に
移
譲
さ
れ
て
い
る
事
務
、
及
び

全
国
市
長
会
、
指
定
都
市
市
長
会
、
全
国
知
事
会

等
か
ら
の
提
言
等
が
あ
る
事
務
か
ら
、
別
紙
１
の

事
務
を
抽
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
務
に
つ
い
て
、

次
に
掲
げ
る
「
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
の
方

針
」
に
沿
っ
て
、
別
紙
１
に
示
す
と
お
り
、
都
道

府
県
か
ら
市
町
村
へ
の
権
限
移
譲
及
び
こ
れ
に
伴

う
国
、
都
道
府
県
の
関
与
の
あ
り
方
の
見
直
し
を

行
う
こ
と
を
勧
告
す
る
。

ま
た
、
以
下
の
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の
権

限
移
譲
に
あ
た
っ
て
は
、
移
譲
に
伴
う
必
要
な
財

源
措
置
を
地
方
税
、
地
方
交
付
税
等
を
通
じ
て
確

実
に
講
ず
る
と
と
も
に
、
移
譲
さ
れ
る
権
限
に
あ

わ
せ
た
人
的
支
援
に
つ
い
て
も
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

な
お
、
当
委
員
会
の
他
の
調
査
審
議
項
目
の
勧

告
で
示
さ
れ
た
方
針
に
よ
っ
て
国
か
ら
地
方
自
治

体
へ
の
権
限
移
譲
、
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
等

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に

関
連
し
て
、
別
紙
１
に
抽
出
し
た
事
務
以
外
に
つ

い
て
も
、
さ
ら
な
る
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の

権
限
移
譲
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

〈
基
礎
自
治
体
へ
の
権
限
移
譲
の
方
針
〉

【
都
市
計
画
決
定
】

○
三
大
都
市
圏
、
特
定
区
域
か
否
か
を
問
わ
ず
、

次
の
項
目
を
除
き
、
市
の
区
域
に
つ
い
て
は「
市
」

決
定
（
都
道
府
県
同
意
不
要
）
と
し
、
町
村
の
区

域
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
町
村
で
決
定
し
て
い
る

も
の
を
除
く
ほ
か
、
「
都
道
府
県
」
決
定
（
国
同

意
不
要
）
と
す
る
。

・
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
等都

市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方

針
、
区
域
区
分
、
都
市
再
開
発
方
針
等
に
つ
い
て

は
、
都
道
府
県
決
定
（
区
域
区
分
の
方
針
に
係
る

部
分
を
除
き
国
同
意
不
要
）

・
地
域
地
区

国
・
都
道
府
県
の
責
任
で
行
う
広
域
的
な
政
策

に
係
る
地
域
地
区
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
都
道

府
県
決
定
・
国
同
意
又
は
都
道
府
県
決
定
（
国
同

意
不
要
）

・
都
市
施
設

国
・
都
道
府
県
が
設
置
す
る
都
市
施
設
、
国
・

都
道
府
県
の
責
任
で
行
う
広
域
的
な
政
策
に
係
る

都
市
施
設
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
都
道
府
県
決

定
・
国
同
意
又
は
都
道
府
県
決
定
（
国
同
意
不

要
）

・
市
街
地
開
発
事
業

そ
の
目
的
・
効
果
が
当
該
団
体
の
区
域
を
越
え

る
大
規
模
な
市
街
地
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、
都

道
府
県
決
定
（
国
同
意
不
要
）

○
指
定
都
市
の
区
域
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
、
区
域
区
分
、

都
市
再
開
発
方
針
等
並
び
に
道
路
の
う
ち
都
道
府

県
の
役
割
に
指
定
都
市
の
特
例
が
適
用
さ
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
決
定
に
代
え
て
「
指

定
都
市
」
決
定
（
都
道
府
県
同
意
不
要
）
と
す
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
・
土
地
利
用
規
制
分
野
】

○
土
地
利
用
規
制
等
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
特
定

区
域
に
お
け
る
行
為
の
規
制
に
係
る
事
務
に
つ
い

て
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
「
市
」
ま
で
移

譲
す
る
。

・
国
・
都
道
府
県
の
責
任
で
行
う
広
域
的
な
政
策

の
観
点
か
ら
設
定
さ
れ
た
特
定
区
域
に
お
け
る
も

の
（
す
で
に
一
部
の
市
で
個
別
の
行
為
の
規
制
に

係
る
事
務
を
処
理
し
て
い
る
も
の
を
除
く
。
）

・
国
・
都
道
府
県
が
危
険
防
止
の
た
め
に
設
定
し

た
特
定
区
域
に
お
け
る
も
の

○
市
・
特
許
事
業
者
施
行
の
都
市
計
画
事
業
の
認

可
等
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
「
都
市
計
画
決
定

権
者
」
が
行
う
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
個
人
・
再
開

発
会
社
施
行
の
市
街
地
再
開
発
事
業
の
認
可
等
に

係
る
事
務
に
つ
い
て
は
「
指
定
都
市
」
ま
で
、
個

人
・
区
画
整
理
会
社
施
行
の
土
地
区
画
整
理
事
業

の
認
可
等
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は「
市
」ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
移
譲
す
る
。

○
建
築
物
、
住
宅
、
駐
車
場
等
に
係
る
事
務
の
う

ち
、
建
築
基
準
法
等
の
特
定
行
政
庁
と
し
て
の
事

務
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
ら
れ
た
市
以
外
の

市
が
実
施
す
る
場
合
の
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を

廃
止
し
、
そ
れ
以
外
の
事
務
に
つ
い
て
は
そ
の
目

的
・
効
果
が
当
該
団
体
の
区
域
を
越
え
る
も
の
を

除
き
「
市
」
ま
で
移
譲
す
る
。

○
景
観
法
等
の
景
観
行
政
団
体
と
し
て
の
事
務
に

地地
方方
分分
権権
改改
革革
推推
進進
委委
員員
会会

（（抜抜粋粋））

〜〜
生生
活活
者者
のの
視視
点点
にに
立立
つつ「「
地地
方方
政政
府府
」」のの
確確
立立
〜〜

第
１
次
勧
告

第１６９０号 平成２０年６月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



つ
い
て
、
指
定
都
市
・
中
核
市
以
外
の
市
町
村
が

実
施
す
る
場
合
の
都
道
府
県
知
事
の
同
意
を
廃
止

す
る
。

【
福
祉
分
野
】

○
す
で
に
中
核
市
で
処
理
し
て
い
る
事
務
、
及
び

都
道
府
県
・
指
定
都
市
で
処
理
し
て
い
る
事
務
で

あ
っ
て
も
す
で
に
市
が
処
理
し
て
い
る
事
務
と
密

接
に
関
連
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
「
市
」
（
対

象
の
散
在
性
か
ら
広
域
的
に
処
理
す
る
必
要
が
あ

る
事
務
に
あ
っ
て
は
そ
の
散
在
性
に
応
じ
て
「
中

核
市
」
、
「
特
例
市
」
）
ま
で
移
譲
す
る
。

○
指
定
介
護
保
険
事
業
者
の
指
定
、
指
導
監
督
等

に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は
「
市
」
ま
で
、
指
定
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
・
指
導
監
督

等
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
は「
中
核
市
」ま
で
、そ
れ
ぞ

れ
移
譲（
指
定
に
限
り
都
道
府
県
同
意
）す
る
。

○
都
道
府
県
と
市
の
協
議
が
整
っ
た
場
合
に
は
速

や
か
に
指
定
を
行
う
な
ど
、
児
童
相
談
所
設
置
市

の
政
令
に
よ
る
指
定
手
続
等
を
見
直
す
。

【
医
療
・
保
健
・
衛
生
分
野
】

○
す
で
に
保
健
所
設
置
市
で
処
理
し
て
い
る
事
務

で
あ
っ
て
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
処
理
す
る
こ
と
に

よ
り
き
め
の
細
か
い
対
応
が
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
、
「
市
」
ま
で
移
譲
す
る
。

○
す
で
に
保
健
所
設
置
市
で
一
部
の
対
象
に
係
る

事
務
を
処
理
し
て
い
る
場
合
に
お
け
る
他
の
対
象

に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
、
そ
の
目
的
・
効
果
が
当

該
団
体
の
区
域
を
越
え
な
い
も
の
、
及
び
す
で
に

届
出
・
許
可
・
指
導
監
督
等
の
事
務
が
保
健
所
設

置
市
で
処
理
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
基
準
設

定
事
務
に
つ
い
て
、
「
保
健
所
設
置
市
」
ま
で
移

譲
す
る
。

○
都
道
府
県
と
市
の
協
議
が
整
っ
た
場
合
に
は
速

や
か
に
指
定
を
行
う
な
ど
、
保
健
所
設
置
市
の
政

令
に
よ
る
指
定
手
続
等
を
見
直
す
。

【
公
害
規
制
分
野
】

○
大
気
汚
染
等
の
防
止
の
た
め
の
個
別
の
施
設
、

事
業
所
等
へ
の
指
導
監
督
等
の
事
務
の
う
ち
、
そ

の
事
務
の
処
理
に
高
い
専
門
性
が
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
・
効
果
が
当
該
団
体
の
区

域
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ
て
基
準
を
明
確
に
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
公
害
の
状
況
に
応
じ

た
臨
機
応
変
な
対
応
の
必
要
性
が
高
い
も
の
を
除

き
、
「
特
例
市
」
ま
で
移
譲
す
る
。

○
大
気
汚
染
等
の
防
止
の
た
め
の
個
別
の
施
設
、

事
業
所
等
へ
の
指
導
監
督
等
の
事
務
の
う
ち
上
記

以
外
の
も
の
、
及
び
騒
音
等
の
身
近
な
公
害
に
係

る
規
制
地
域
、
規
制
基
準
の
設
定
等
に
係
る
事
務

に
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
・
効
果
が
当
該
団
体
の

区
域
を
越
え
な
い
も
の
を「
市
」ま
で
移
譲
す
る
。

【
教
育
分
野
】

○
市
町
村
立
小
中
学
校
教
職
員
の
人
事
・
給
与
、

市
町
村
立
小
中
学
校
の
学
級
編
制
・
教
職
員
定
数

の
決
定
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
、
「
中
核
市
」
ま

で
先
行
し
て
移
譲
す
る
。

○
市
町
村
立
幼
稚
園
の
設
置
の
都
道
府
県
に
よ
る

認
可
等
に
係
る
事
務
は
廃
止
し
、
都
道
府
県
へ
の

届
出
制
と
す
る
。

【
生
活
・
安
全
・
産
業
振
興
分
野
】

○
危
険
物
規
制
に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
、
そ
の
目

的
・
効
果
が
当
該
団
体
の
区
域
を
越
え
な
い
も
の

に
つ
い
て
、
「
市
町
村
」
ま
で
移
譲
す
る
。

○
消
費
者
保
護
の
た
め
の
商
品
等
の
安
全
の
確
保

に
係
る
事
務
で
あ
っ
て
、
当
該
団
体
の
区
域
内
の

事
業
者
等
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
国
・
都
道
府

県
に
加
え
、
「
市
」
に
も
権
限
を
付
与
す
る
。

○
産
業
振
興
に
係
る
事
務
の
う
ち
、
ま
ち
づ
く
り

・
土
地
利
用
規
制
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
目
的
・
効
果
が
当
該
団
体
の
区
域
を
越
え
な

い
も
の
に
つ
い
て
、
「
市
」
ま
で
移
譲
す
る
。

【
そ
の
他
】

○
当
該
団
体
の
区
域
内
の
み
に
事
務
所
を
設
置
す

る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
認
証
、
指
導
監

督
に
係
る
事
務
に
つ
い
て
、
「
指
定
都
市
」
ま
で

移
譲
す
る
。

○
墓
地
、
火
葬
場
等
の
経
営
の
許
可
、
指
導
監
督

に
係
る
事
務
に
つ
い
て
、
「
市
」ま
で
移
譲
す
る
。

○
町
・
字
の
区
域
新
設
の
告
示
に
係
る
事
務
に
つ

い
て
、
「
市
町
村
」
ま
で
移
譲
す
る
。

（
上
記
の
勧
告
事
項
の
実
施
に
あ
た
っ
て
の
留
意

事
項
）

以
上
の
う
ち
、
都
市
計
画
決
定
に
つ
い
て
、
平

成
２１
年
度
を
目
途
に
予
定
さ
れ
て
い
る
現
行
制
度

の
抜
本
的
な
見
直
し
は
、
こ
の
方
針
を
踏
ま
え
て

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
市
町
村
立
小
中
学
校
の
教
職
員
の
人
事

・
給
与
に
係
る
事
務
等
に
つ
い
て
は
、
広
域
で
の

人
事
調
整
の
仕
組
み
に
も
留
意
し
た
上
で
、
財
源

の
確
実
な
確
保
を
は
か
る
こ
と
を
前
提
に
、
市
町

村
へ
移
譲
す
る
方
向
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

ウ

条
例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度
の
活
用
の

促
進地

域
に
お
け
る
事
務
は
、
基
本
的
に
基
礎
自
治

体
で
あ
る
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
の
観
点
か
ら
、
本
勧
告
で
は
、
市
町
村
合
併

の
進
展
等
に
よ
り
行
政
体
制
の
整
備
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
に
優
先
的
に
権
限
移
譲
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
基
礎
自
治
体
が
地
域

に
お
け
る
総
合
行
政
を
担
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
本
勧
告
に
お
い
て
法
令
に
よ
る
権
限
移
譲
を

求
め
て
い
る
事
務
以
外
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
条

例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
都
道
府
県
か
ら
市
町
村
へ
の
積
極
的
な

権
限
移
譲
を
進
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
例
え
ば
、
権
限
移
譲
に
関
し
、
都
道

府
県
と
市
町
村
と
の
協
議
の
場
を
設
け
る
な
ど
、

都
道
府
県
と
市
町
村
と
が
恒
常
的
に
協
議
・
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な
お
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県

条
例
に
基
づ
く
権
限
移
譲
が
進
展
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
制
度
運
用
に
関
す
る
誤
解
が
一
部

に
見
受
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
事
務
の
処
理

に
あ
た
り
都
道
府
県
の
審
議
会
等
の
意
見
聴
取
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
、
市
町
村
に
同

種
の
附
属
機
関
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

条
例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度
に
よ
る
権
限
移

譲
が
困
難
で
あ
る
と
都
道
府
県
に
お
い
て
解
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
個
別
法
令
に

よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
市
町
村
に
同
種

の
附
属
機
関
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
都
道
府
県
条

例
に
基
づ
く
権
限
移
譲
が
可
能
で
あ
る
。
各
都
道

府
県
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
法
及
び
個
別
法
令

の
適
切
な
解
釈
に
基
づ
き
、
条
例
に
よ
る
事
務
処

理
特
例
制
度
の
積
極
的
な
活
用
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度
の
活

用
を
困
難
に
し
て
い
る
制
度
を
見
直
す
観
点
か

ら
、
以
下
の
と
お
り
勧
告
す
る
。

〈
条
例
に
よ
る
事
務
処
理
特
例
制
度
の
活
用
を
困

難
に
し
て
い
る
制
度
の
見
直
し
〉

○
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
に
係
る
事
務
な
ど
、

事
務
処
理
に
係
る
国
の
財
政
支
援
の
対
象
が
都
道

府
県
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
条
例
に
よ

る
事
務
処
理
特
例
制
度
に
よ
る
権
限
移
譲
が
事
実

上
困
難
と
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
個
別

の
法
令
や
補
助
金
・
負
担
金
制
度
の
見
直
し
を
行

う
。

（
第
１
次
勧
告
全
文
は
６
月
中
に
全
市
に
送
付
す

る
予
定
）

（３） 平成２０年６月５日 第１６９０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
松
尾
裕
幸
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
の
正
副
会
長
ら
は

５
月
２７
日
、
調
整
交
付
金
に
係
る

緊
急
要
望
運
動
を
展
開
し
た
。
森

山
�
・
財
務
副
大
臣
は
じ
め
北
村

誠
吾
・
自
民
党
副
幹
事
長
ら
に
面

談
し
た
ほ
か
、
総
務
省
な
ど
関
係

方
面
に
実
行
運
動
を
行
っ
た
。

調
整
交
付
金
（
施
設
等
所
在
市

町
村
調
整
交
付
金
）
は
、
基
地
交

付
金
（
国
有
提
供
施
設
等
所
在
市

町
村
助
成
交
付
金
）
と
と
も
に
地

方
税
の
代
替
財
源
の
性
格
を
有
し

て
お
り
、
米
軍
や
自
衛
隊
の
施

設
、
米
軍
の
資
産
が
所
在
す
る
市

町
村
へ
の
財
政
上
の
影
響
等
を
考

慮
し
て
、
使
途
の
制
限
の
な
い
一

般
財
源
と
し
て
毎
年
交
付
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
政
府
の
概
算
要
求
基

準
で
は
、
基
地
交
付
金
が
「
義
務

的
経
費
」
に
区
分
さ
れ
る
一
方
、

調
整
交
付
金
は
対
前
年
３
％
減
を

上
限
と
し
て
縮
減
さ
れ
る
「
そ
の

他
経
費
」
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
要
望
で
は
、
基
地
交

付
金
と
調
整
交
付
金
の
予
算
区
分

上
の
位
置
付
け
が
異
な
る
こ
と
は

不
合
理
で
あ
る
と
し
て
、
▽
政
府

予
算
の
編
成
等
に
お
い
て
、
調
整

交
付
金
に
つ
い
て
は
、
基
地
交
付

金
と
同
様
に
、
「
義
務
的
経
費
」

に
変
更
す
る
こ
と
―
―
を
求
め
て

い
る
。

基
地
協
議
会
で
は
、
今
後
も
調

整
交
付
金
の
「
義
務
的
経
費
化
」

の
必
要
性
を
強
く
訴
え
、
平
成
２１

年
度
政
府
予
算
編
成
に
向
け
、
各

省
庁
が
概
算
要
求
を
行
う
前
に
、

実
行
運
動
を
展
開
し
て
い
く
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
の
田
中
弘
光
会
長
（
松

江
市
議
会
議
長
）
ら
自
治
体
病
院

関
係
三
団
体
代
表
は
５
月
２１
日
、

東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開
か
れ

た
自
治
体
病
院
議
員
連
盟
（
会
長

�
津
島
雄
二
・
衆
議
院
議
員
）の
役

員
会
で
要
望
陳
述
を
行
っ
た
。

本
会
か
ら
は
、
田
中
病
院
協
会

長
の
ほ
か
、
笠
井
国
利
会
長
代
理

（
徳
島
市
議
会
議
長
）
が
出
席
。

田
中
会
長
は
、
自
治
体
病
院
を
取

り
巻
く
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
▽

医
師
確
保
対
策
の
更
な
る
拡
充
▽

自
治
体
病
院
の
役
割
に
応
じ
た
財

政
支
援
措
置
の
強
化
―
―
な
ど
を

強
く
訴
え
た
。

津
島
議
連
会
長
は
「
（
医
師
不

足
は
）
政
府
・
与
党
の
抱
え
て
い

る
問
題
の
中
で
最
も
緊
急
度
の
高

い
課
題
」
と
の
認
識
を
示
し
、
政

府
・
与
党
に
よ
る
何
ら
か
の
対
応

策
の
実
施
を
示
唆
し
た
。

会
議
で
は
こ
の
ほ
か
、
総
務
省

が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

く
公
立
病
院
改
革
な
ど
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
、
総
務
省
な
ど
関
係

各
省
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

▼
議
長

▽
三
次

木
村
春
雄（
４
・
２８
）

▽
出
水

垣
内
雄
一（
４
・
３０
）

▽
桜
井

福
嶋
昭
代（
５
・
７
）

▽
坂
井

西
端

勲（
５
・
９
）

▽
浅
口

大
西
洋
平（
５
・
９
）

▽
富
津

鈴
木
敏
雄（
５
・
１２
）

▽
瀬
戸

長
江
公
夫（
５
・
１２
）

▽
豊
川

坂
本
松
次
郎（
５
・
１２
）

▽
安
城

木
村
正
範（
５
・
１２
）

▽
高
山

木
本
新
一（
５
・
１２
）

▽
多
治
見

若
尾
靖
男（
５
・
１２
）

▽
関

丹
羽
栄
守（
５
・
１２
）

▽
美
濃

日
比
野

豊（
５
・
１２
）

▽
美
馬

河
野
正
八（
５
・
１２
）

▽
三
好

仁
尾
健
治（
５
・
１２
）

▽
善
通
寺

山
田
省
三（
５
・
１２
）

▽
西
条

伊
藤
孝
司（
５
・
１２
）

▽
か
ほ
く

西
田
正
剛（
５
・
１３
）

▽
伊
那

中
村
威
夫（
５
・
１３
）

▼
副
議
長

▽
三
次

篠
原
多
恵
子（
４
・
２８
）

▽
出
水

道
上
正
己（
４
・
３０
）

▽
桜
井

岡
田
光
司（
５
・
７
）

▽
坂
井

木
村

�（
５
・
９
）

▽
浅
口

高
橋
範
昌（
５
・
９
）

▽
萩

尾
木
武
夫（
５
・
９
）

▽
横
須
賀

角
井

基（
５
・
１２
）

▽
南
足
柄

菅
原
ヒ
ロ
ミ（
５
・
１２
）

▽
富
津

平
野
明
彦（
５
・
１２
）

▽
瀬
戸

吉
永
み
の
り（
５
・
１２
）

▽
豊
川

高
橋
智
之（
５
・
１２
）

▽
安
城

都
築
國
明（
５
・
１２
）

▽
高
山

中
田
清
介（
５
・
１２
）

▽
多
治
見

嶋
内
九
一（
５
・
１２
）

▽
関

長
屋
和
伸（
５
・
１２
）

▽
美
濃

森

福
子（
５
・
１２
）

▽
美
馬

中
山

繁（
５
・
１２
）

▽
三
好

木
下
善
之（
５
・
１２
）

▽
善
通
寺

関

清
伸（
５
・
１２
）

▽
西
条

青
野
久
美（
５
・
１２
）

▽
士
別

池
田

亨（
５
・
１３
）

▽
か
ほ
く

杉
本
正
一（
５
・
１３
）

▽
伊
那

伊
藤
泰
雄（
５
・
１３
）

▽
日
高

岩
瀬
昭
一（
５
・
１３
）

▼
事
務
局
長

▽
滝
川

中
嶋
康
雄（
４
・
１
）

▽
か
ほ
く

沖
野
悌
二（
４
・
１
）

▽
三
条

関
崎
光
明（
４
・
１
）

▽
平
塚

月
本
大
洋（
４
・
１
）

▽
伊
那

斎
藤
秀
夫（
４
・
１
）

▽
瑞
浪

小
栗

司（
４
・
１
）

▽
綾
部

渡
辺
博
幸（
４
・
１
）

▽
葛
城

中
島
克
比
虎（
４
・
１
）

▽
和
歌
山

山
田

良（
４
・
１
）

▽
武
雄

末
次
隆
裕（
４
・
１
）

６月５日現在の市数
８０６市

うち
指定都市 １７市
中核市 ３９市
特例市 ４３市
一般市 ６８４市
特別区 ２３区

議

会

人

事

病病
院院
議議
連連
役役
員員
会会
でで
要要
望望

自
治
体
病
院
協
会
長
ら

基地協

調
整
交
付
金

義義
務務
的的
経経
費費
化化
をを
要要
望望

北村自民党副幹事長（中央）に要望

自治体病院議連役員会（左）で発言する田中会長（右）

森
山
財
務
副
大
臣（
中
央
）に
要
望
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